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【 背 景 】 YBa2Cu3O7-Y 及 び

Y0.9Ca0.1Ba2Cu4O8 (YCa124)は、Tc = 90 Kを有す

る高温超伝導体である。また強磁場下でも高い

Jcを保持することから、超伝導テープ線材によ

るマグネット応用が期待されている。近年、

我々は KOHフラックス法を用いて、700°C 以

下という低温で NdGaO3 基板上に Y123, 

YCa124 膜を作製することに成功した[1]。しか

し作製した膜には、基板との熱膨張係数差から

生じたと思われるクラックが確認され、Jc特性

の劣化が危惧されている。そこで同手法により、

YCa124 と熱膨張係数差が小さい LaAlO3 

(LAO)基板へ成膜を試みたが、核生成頻度が低

く基板全面を覆うような膜が得られなかった。

そこで本研究では、LAO 基板上に気相法で

seed layerを成膜し、YCa124の核生成頻度を向

上させることで、クラックフリーな膜を得るこ

とを目的とした。 

【実験方法】 本研究では、DCマグネトロン

スパッタ法を用いて、LAO 基板上へ二軸配向

Y123 seed layerを作製した。その後、650°Cで

溶融させた KOH 中に Y2O3, CaCO3, BaCO3, 

CuOをY : Ca : Ba : Cu = 0.9 : 0.1 : 2 : 4となるよ

うに混合した原料粉と Y123 seed layer/LAOを

投入し、12 h保持することで YCa124を成膜し

た。 

 作製した YCa124 膜の表面形態は光学顕微

鏡より、配向性は XRD の 2測定、-scan

測定より評価した。 

【実験結果】 図 1 に、KOH フラックス法で

作製した YCa124 膜の光学顕微鏡写真を示す。

板状の結晶が基板表面を覆っていることが確

認できる。更に、光学顕微鏡レベルの分解能で

はあるが、クラックが無いことも明らかとなっ

た。また、この膜の 2測定により、図 2に

示すような YCa124(00l)の回折ピークのみが確

認された。さらに、-scan 測定から面内配向

を有することも確認できた。これらの結果から、

図 1で見られた結晶は二軸配向したYCa124で

あることが明らかとなった。  

以上の結果より、seed layerを用いた KOHフ

ラックス法によって、クラックフリーかつ二軸

配向した YCa124 膜を低温作製できたといえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Optical microscope image of a YCa124 film 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 XRD 2diffraction pattern of 

a YCa124 film 
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